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ワークショップ

https://www.opslearn.jp/

最初の「運用ダッシュボード」を設計する
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成果実現のための6W1H



ワークショップ
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6W1Hとは

Why Whom

WhereWhen Who

How

What

いつ どこで 誰が

何を なぜ 誰(のため)に

どのように(する)
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6W1Hで最も大事なのは「Why」

Why Whom

WhereWhen Who

How

What

いつ どこで 誰が

何を なぜ 誰(のため)に

どのように(する)

Whyは「6W1H」の「目的」を表すものであり、最も失われやすい。
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成果実現のための6W1H (3分類)

WhoWhere When

How

どこで 誰が いつ
実装の3W

設計の3W

成果物の1H
どのように(する)

Whom WhatWhy
なぜ 誰のために 何を

固定的 流動的
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成果実現のための6W1H (設計フェイズ)

WhoWhere When

How

どこで 誰が いつ
実装の3W

設計の3W

成果物の1H
どのように(する)

WhomWhy
なぜ 誰のために 何を

固定的 流動的

What
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成果実現のための6W1H (実装フェイズ)

WhoWhere When

How

どこで 誰が いつ
実装の3W

設計の3W

成果物の1H
どのように(する)

Whom WhatWhy
なぜ 誰のために 何を

固定的 流動的
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成果のための「6W1H」(ロードマップ)

How
どのように(する)

成果物

Whom

What

Why
なぜ

誰のために

何を

Who

Where

When

どこで

誰が

いつ

設
計
フ
ェ
イ
ズ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

目的の明確化

ペルソナの定義

やることの明確化

配置場所の明確化

リーダシップの明確化

マイルストーンの明確化
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運用ダッシュボードの設計
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成果物は「運用ダッシュボード」

成果物

Whom

What

Why
なぜ

誰のために

何を

Who

Where

When

どこで

誰が

いつ

設
計
フ
ェ
イ
ズ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

目的の明確化

ペルソナの定義

やることの明確化

配置場所の明確化

リーダシップの明確化

マイルストーンの明確化

運用ダッシュボード
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運用ダッシュボードの設計

運用ダッシュボード

成果物

Whom

What

Why
なぜ

誰のために

何を

Who

Where

When

どこで

誰が

いつ

設
計
フ
ェ
イ
ズ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

目的の明確化

ペルソナの定義

やることの明確化

配置場所の明確化

リーダシップの明確化

マイルストーンの明確化
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運用ダッシュボードの設計 (目的)

運用ダッシュボード

成果物Why
なぜ設

計
フ
ェ
イ
ズ

目的の明確化

Whom
誰のために

ペルソナの定義

What
何を

やることの明確化

• 運用ダッシュボードの「目的」は何か、を3箇条で明文化してください。 

• 1つでも、2つでも、4つでもなく、3つ定義します。

課題1

なぜ運用ダッシュボードが必要なのか

これは運用ダッシュボード上に「運用ダッシュボード三箇条」として、掲載します。
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運用ダッシュボードの設計 (ペルソナ定義)

Whom
誰のために

設
計
フ
ェ
イ
ズ

ペルソナの定義

Why
なぜ

目的の明確化

What
何を

やることの明確化

運用ダッシュボード

成果物

• 運用ダッシュボードの「最初の受益者」は誰か、をby Nameで記載してください。 

• 今、運用業務が一番ブレやすいメンバー層(複数可)がどこかを明確にします。

課題2

最初は誰のために運用ダッシュボードが必要なのか

これは運用ダッシュボード上に「運用ダッシュボードの利用者について」として、掲載します。
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運用ダッシュボードの設計 (やること・やらないこと)

What
何を

設
計
フ
ェ
イ
ズ

やることの明確化

Why
なぜ

目的の明確化

Whom
誰のために

ペルソナの定義 運用ダッシュボード

成果物

• ペルソナのために、運用ダッシュボード上で必要な情報を記述します。 

• 可能であれば、当初の運用ダッシュボードには「必要が無い情報」も記載します。

課題3

ペルソナのために運用ダッシュボードに 
「必要なこと」「必要ないこと」

これは運用ダッシュボード上に「運用ダッシュボードが担うこと・担わないこと」として、掲載します。
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運用ダッシュボードの実装
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成果物

Whom

What

Why
なぜ

誰のために

何を

Who

Where

When

どこで

誰が

いつ

設
計
フ
ェ
イ
ズ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

目的の明確化

ペルソナの定義

やることの明確化

配置場所の明確化

リーダシップの明確化

マイルストーンの明確化

運用ダッシュボード

運用ダッシュボードの実装
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運用ダッシュボードの実装 (配置場所)

運用ダッシュボード

成果物

• 現在、配置場所を選定中と伺っているので、割愛します。

Where
どこで実

装
フ
ェ
イ
ズ

配置場所の明確化

Who
誰が

リーダシップの明確化

When
いつ

マイルストーンの明確化 運用ダッシュボードを配置する場所
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運用ダッシュボードの実装 (リーダシップの分担)

運用ダッシュボード

成果物

• 全員でリーダシップを発揮するために、どのように分担をするのか記述します。 

• 可能な限り、全ての人が能力に応じて何らかのリードをするようにします。

Who
誰が

実
装
フ
ェ
イ
ズ

リーダシップの明確化

Where
どこで

配置場所の明確化

When
いつ

マイルストーンの明確化

課題4 (任意)

運用ダッシュボードの実装や運用に 
全員がどんな貢献をするのか
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運用ダッシュボードの実装 (マイルストーン)

運用ダッシュボード

成果物

When
いつ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

マイルストーンの明確化

Where
どこで

配置場所の明確化

最初の運用ダッシュボードは 
いつ実現するのか

• 最初の運用ダッシュボードが、いつ実現するべきなのか記述します。 

• 具体的なマイルストーンを書き出すことをお奨めします。

課題5 (任意)

Who
誰が

リーダシップの明確化
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まとめ: 運用ダッシュボードの設計と実装
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まとめ:「運用ダッシュボード」の設計と実装

成果物

Whom

What

Why
なぜ

誰のために

何を

Who

Where

When

どこで

誰が

いつ

設
計
フ
ェ
イ
ズ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

目的の明確化

ペルソナの定義

やることの明確化

配置場所の明確化

リーダシップの明確化

マイルストーンの明確化

運用ダッシュボード


